
弘
前
市
本
町
に
あ
る
弘
前
大

学
附
属
病
院
の
西
側
の
角
に
は
、

「
明
治
天
皇
行
在
所
御
遺
蹟
」

と
銘
の
あ
る
石
碑
が
あ
る
。
１

８
８
１

（明
治
１４
）
年
、
２
度

目
の
東
北
巡
幸
を
挙
行
し
た
明

治
天
皇
は
、

９
月
９
日
に
弘
前

を
訪
れ
、

こ
こ
に
建
て
ら
れ
た

新
築
の
行
在
所
に
宿
泊
し
た
。

元
々
、

こ
の
行
在
所
は
落
政
時

代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
繁

栄
ぶ
り
を
見
せ
た
豪
商
金
木
屋

一
族
の
居
宅
で
あ

っ
た
芦
ｇ

金
木
屋
は
、

本
姓
を
櫛
引
、

の
ち
に
武
田
と
称
し
、

高
部
領

の
出
身
で
、

中
世
末
に
津
軽
領

に
移
転
じ
北
浮
軽
郡
の
金
木
を

本
拠
に
し
た
と
い
う
。

そ
の
後

一
族
は
、

音
難
の
道
を
歩
み
つ

つ
も
本
家
と
分
家
に
分
か
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
商
才
を
発
揮
し
た
。

１
７
８
０
年
代
初
め
、

本
琢

妙
金
木
屋
又
三
郎
は
屋
号
を
山

一
と
称
し
て
本
町
に
質
店
を
開

き
、　

一
代
で
藩
の
御
用
達
に
任

じ
ら
れ
叱
。
そ
の
後
も
亀
甲

町
や
賀
口
に
店
を
構
え
る
な

ど
、

手
広
く
商
い
を
行

っ
た

商
い
を
行
っ

及

々

朝
‐まで

、
俳
人
内
れ

草
級
の
円
人
に
な

出
て
、

認
め
ら
れ

た
。

そ
れ
か
ら
、

弘
前
の
質
店
を
売

却
し
て
酒
造
店
の

あ
る
賀
田
へ
引

っ

越
し
た
。

経
営
状

況
は
か
つ
て
ほ
ど

で
は
な
か

っ
た
が
、

全
国
各
地
の
商
人

と
集
い
た
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し

て
、

全
国
の
物
価

な
ど
流
通
　
経
済
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り
、

全
国
の
俳
人

仲
間
と
親
交
を
持

つ
な
ど
、

俳
話
に

も
打
ち
込
ん
で
い

た
。

又
三
郎
が
死

去
し
息
子
の
代
に

な
る
と
、

山

一
質

店
に
哀
退
の
兆
し

が
見
え
始
め
る
。

１
８
２
９

（文
政

・２
）
年
に
は
御
用

達
の
御
免
を
願
い

関
連
の
情
報
の
み
な
ら
ず
、

政

治
　
社
会
情
勢
な
ど
、

多
種
多

様
の
情
報
を
入
手
し
、

廠
動
の

時
代
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
。

一
方
、

分
家
は
１
７
９
９

（寛
政
１１
）
年
３
月
卯
日
、

金

木
屋
甚
左
街
門
が
、

焔
財
ギ

木

綿
の
掛
け
値
な
し
の
正
札
に
よ

る
現
金
売
り
の
呉
服
店
を
本
町

に
開
店
さ
せ
た
。

屋
号
は
カ
ネ

キ
と
称
し
た
。
こ
れ
は
江
戸
日

本
橋
の
越
後
屋
が
始

め
た
商
売
で
あ
り
、

当
時
と
し
て
は
画
期

的
な
商
法
で
あ

っ
た
。

１
８
３
０
～
的
年

代
の
弘
前
藩
内
の
主

こ
拾
鏑
弘
姥
ル
ウ
ク
付

け
し
た

「持
九
長
者
鑑
」
と
い

う
番
付
に
よ
る
と
、

本
家
金
木

屋
又
二
郎
は
西
の
前
頭
九
枚
目

に
、

分
家
の
金
木
屋
良
七
は
西

の
関
脇
に
位
置
し
て
お
り
、

本

家
　
分
家
と
も
に
、

藩
の
有
力

商
人
と
し
て
名
が
知
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

明
治
時
代
に
入
り
、

金
木
屋

呉
服
店
は
、

「
岩
木
川
の
水
が

枯
れ
て
も
金
木
屋
の
金
は
枯
れ

Ｃ

る
こ
と
が
な
い
」
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
の
繁
栄
ぶ
り
を
見
せ
た
と

い
う
。

冒
頭
の
天
皇
行
在
所
も
、

分
家
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ

っ

た
。
し
か
し
そ
の
後
、

新
た
な

事
業
展
開
に
成
功
し
な
か

っ
た

こ
と
や
、　

一
族
の
不
始
末
な
ど

に
よ
り
呉
服
店
は
衰
退
し
て
い

き
、
１
９
０
４

（明
治
３７
）
年

に
閉
店
す
る
こ
と
に
な
る
。

開
店
後
、

旧
行
在
所
は
、

同

地
周
辺

へ
の
病
院
建
設
に
よ

っ

て
、

弘
前
市
植
日
の
橋
雲
寺

へ

寄
進
さ
れ
た
。

現
在
も
同
寺
の

護
摩
堂
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る

旧
行
在
所
に
は
、

金
木
屋

一
族

の
栄
枯
盛
衰
の
記
憶
が
凝
縮
さ

れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

（県
民
生
活
文
化
課

県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
非
常
動
嘱
証
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